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は卵胞の過剰発育のために妊馬血清ホル妄ソ (以下PM S と略記) を, また排卵誘起のために妊婦尿ホル
モン (以下H C G と略記) を用い, H ereford 種とA berdeen A ngus 種の雌牛計103頭について, これを
後述の四つの実験群にわけ, えられた結果を比較検討しながら研究を進めている｡ なおホルモン注射の効
果については, 卵胞の発育数, 排卵率, 排出卵子の受精能力, 卵の下降状態などがしらべられている｡
(1) 性周期の黄体期に黄体を除去した実験群においては, PM S 注射後一部の少数の卵胞が急速に発
育し, これが H C G の注射にさきだって, 排卵される例が全例の半以数上に達し, 排卵率, 受精卵の採集
成績はともに恵かった｡
(2) 黄体が消退する時期, すなわち性周期の16 , 17日に, 消過しつつある黄体を残したまま過剰排卵誘
起処置を開始した実験群においては, 卵子の受精率は高い数値を示すが一般に排卵数は少なく, また旧黄
体の消過が長びいたものでは, 発見された卵子は, すべて不受精卵であった｡ 以上の結果からこの群の方
法でも多数の受精卵を-▲定して生産する域には達しえなかった｡
(3) P M S処置後一部の少数卵胞の急速な発育を防止し, これに よって多数の卵胞が比較的そろって成
熟し, 排卵することを 目的として, PM Sの注射に先立って estrogen を連続注射した実験群において
は, estrogen 注射終了後 5 日の間隔で過剰排卵誘起処置を開始したものでは, 排卵数は多く, 排卵は比
較的短期間内に起きることが観察された｡ しかしこの群の牛では卵管や子宮に estrogen 過剰の影響が強
く現われ, 採集された卵の大部分が不受精卵であり, 正常に発育した分割卵は採取卵 130 個のうち, わず
か 7 個で, しかも分割卵を生産した牛は12例中わずか 3 例のみであった｡
(4) 過剰発育卵胞の成熟促進を目的として ,PM Sの処置に estrogen 注射を併用した実験群においては,
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他の処置群のものに比べて, 排卵数ならびに採集された 受精卵の数が多か った｡ とくにPM S処置級,
H C G の注射にさきだって estrogen を注射したものでは, 大多数の発育卵胞は H C G 注射後24時間以内









る｡ 著者はこの点に研究の焦点を合わせ, 実験牛を四つの条件にわけて, 卵胞の発育促進ならびに排卵の
誘起に必要な妊属血清製剤と妊婦尿製剤とを種々の量, 種々の間隔で注射し, 排卵の効果や受精の有無
などにつき検索を進め, 結局妊馬血清ホルモン注射後 esfrogen を注射し, その後において妊婦尿ホルモ
ンを注射する方法で, 比較的短時間に集中して多数の卵子が排出し, しかもこの場合卵子の受精率が高い
ことを確かめている｡ 著者のえた成功例, 失敗例は, いずれも卵胞の発育, 排卵ならびに受精の機序に対
し内分泌学ならびに生殖生理学に寄与するところが大きく, また著者が発見した牛における過剰排卵の手
段は牛の人工妊娠に関する研究の進展に貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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